
 

 

 

 

 

 

 

１．２学期が終わりました。 
実り多き２学期、生徒の皆さんはどのように学校生活を過ごすことができましたか。  
私は、「自分の人生は自分で切り拓くしかない」と考えているので、この２学期の学校生

活を楽しく充実したものにしたのは、「先生や友だちや保護者」ではなく、「君たち自身」
だと思います。もしも、この２学期がつまらないものだったと感じているとしたら、それ
は「先生や友だちや保護者」の問題ではなく、「君たち自身の問題」だと思います。 
このことに気づくことができるかは大変重要で、君たち自身が「自分にとって幸せな未

来をつくっていくことができるかどうか」ということにつながっていきます。 
○遅くなりましたが、１１月以降の２学期のできごとの紹介 

              

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
あと３か月もすると、３年生は、卒業を迎え、進学や就職によって、今までとは全く違
う環境に進むのです。２年生は、宝城中学校の最上級生として、学校をつくっていく立
場になり、高校進学や就職についての進路選択をしていきます。１年生は、宝城中学校
の中核となって、自分自身を高めていくと共に先輩を支えたり後輩の面倒をみたりと、
自分のことだけではない状況になります。冬休みを含めて残す３か月をどれだけ「次の
準備」に使っていくかということは大変重要になってきます。自分で準備をしよう。 

             

 

 

学校教育目標：「集団の力を活かして、よりよい社会の創り手として「自走」できる生徒の育成」 

 

宝城中学校だより 
 

令和６（2024）年 12月 24日 

第１６号 

校長 小田 哲也 

11/2 おごおりっ子か
らのメッセージでは３
年生の    さんが
素晴らしい発表をして
くれました。 

11/5 1 年生の英語の授業でマ
ラウイの生徒さん達とオンライ
ンで交流をしました。 

11/9 ＰＴＡ環境委員の皆さ
んと花壇の花植えを行いまし
た。（人権フェスタの前に行い
ました。）ありがとうございま
した。 

11/13 3年生の進路説明会でし
た。保護者の皆様、ご参加、あり
がとうございました。 

11/29 立会演説会、そして生徒会役員選挙が行われました。 
 立候補した皆さんの演説は全員とも素晴らしい演説でした。 
 立候補することに挑戦した勇気と学校をつくっていこうと 
する心意気は誰もが出来ることではありません。自信を持って
どの立場でも活躍することを期待しています。 
結果・・・３人ともこれからの宝城中学校、頼みます。 
生徒会長    さん 副会長     さん・    さん 



２．大谷翔平選手の夢の叶え方 
 １２月に入って、１学期と引き続き、全クラスで授業をさせていただきました。テー
マは、大谷翔平選手の夢の叶え方から学ぶというテーマです。 
【図】大谷翔平選手が高校生の時につくった「マンダラチャート」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ※大谷選手が心掛けていた「メンタル」「人間性」「運」の部分は生徒の皆さんでも真似
できるということで、皆さんにも選んでもらいました。参考になったでしょうか？ 
今回は 1 年生の授業の感想（ロイロからそのまま掲載）を紹介しますので、自分の学
びと比べてみて、さらに自分の考えを深化させていきましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※同じ授業を受けても、感じることは人それぞれです。感じることは違ってもいいので
す。自分で考えを深める努力をして「言語化」していこう。 


